
先日4月17日（水）、令和6年度かづの人づくり塾開講式と第1回目となる研修を行いました。

今年度は市内企業9社より13名の方々にご参加いただき、昭和第一産業㈱様のご協力のもと、実際に

生産現場を見ながら、チームで課題を見つけ課題を解決するための対策を考えていく現場実践を多く

取り入れたカリキュラムを全6回に渡り実施していきます。

初回となった今回は、オリエンテーションに始まり、各チームでの自己紹介や役割分担、アイスブ

レークを行った後、講師の山本様から改善活動の基礎講座、そして昭和第一産業㈱様の工場に訪問し、

生産の流れや各工程の作業について説明いただきました。

各回の内容をこちらの「かづの人づくり塾Ｒｅｐｏｒｔ」で皆さまにお届けいたしますので、ぜひ

ご覧ください。

令和６年度

かづの人づくり塾Ｒｅｐｏｒｔ
Ｖｏｌ．１

令和６年度かづの⼈づくり塾がスタートしました︕

〈チーム名〉NISA
〈チーム名〉令和第七産業

no 役割 氏名 所属

1 リーダー 阿部駿人 ㈲森谷製作所

2 書記① 作山忍 昭和第一産業㈱

3 発表者 長牛和也 ㈱青山精工

4 質問者 菅原亨 鹿角ｴﾇ・ｼｰ・ｴﾙ㈱

5 時間係 稲垣美寿々 ジョイタム㈱

6 5S責任者 伊藤信明 ジョイタム㈱

no 役割 氏名 所属

1 リーダー 石坂洋和 花輪ふくし会

2 書記① 本間伸二郎 ジョイタム㈱

3 書記② 高杉重仁 鹿角コネクタ㈱

4 発表者 長澤明 ㈱かづのパワー

5 質問者 菅原薪也 十和田精密工業㈱

6 時間係 西順子 ジョイタム㈱

7 5S責任者 高杉幸子 昭和第一産業㈱



第１回かづの人づくり塾の様子

〈開講式〉 〈昭和第一産業㈱村川社長からの会社紹介〉

〈山本先生からの改善活動基礎講座〉 〈アイスブレーク：メンバーの名前を探せ〉

〈村川社長からの生産工程の説明〉 〈各工程を見学、気づいた点をメモ〉



地元紙で紹介されました！

第２回人づくり塾は ６月２６（水）、２７日（木）に開催

発行：鹿角工業振興会、鹿角市

〈4月18日 米代新報〉 〈4月19日 北鹿新聞〉

協力企業へのインタビュー 昭和第一産業㈱様

参加者へのインタビュー 花輪ふくし会 石坂 洋和様

人づくり塾に参加した経緯

当法人で前年度の人づくり塾に3名が受講し、その研修内容

や改善活動の考え方を法人内で共有したところ、施設利用者へ
の生活支援を行う福祉の現場においても非常に重要で有効な考
え方や取組みであると感じ、人づくり塾の受講に繋がりました。

人づくり塾で学びたいこと、期待すること

当法人では介護福祉事業のほか、就労支援事業として、比内
地鶏の飼育から加工、販売までの一貫生産や、パンの製造、飲
食店経営など、様々な事業を展開しています。業務の効率化や
生産性を上げるといった点は、どの業種・事業にも共通する点
だと感じています。今回の人づくり塾では、トヨタ生産方式を
通した、新たな業務改善の視点とスキルを学び、当法人の現場
にも浸透させたいと考えています。

研修会場としてご協力いただいた経緯、想い

国内縫製の事業環境は、年々厳しくなりつつあり、輸入を含
めた衣料品の総流通数に対して、国内生産比率は1.5％まで減

少しています。そのような背景の中、生き残った企業間で厳し
い競争が起こっています。弊社は官庁関係などの競争の少ない
分野で、高品質の製品を効率よく供給することが、生き残りの
条件と考えています。

そのために今までも様々な取組みを行ってきましたが、十分
な実績が上がらず悩んでいたところ、トヨタ自動車㈱出身の山
本様が、市内で生産効率アップとリーダー育成の塾を行ってい
ることを、アドバイザーの門脇様、市役所の板橋様に紹介いた
だき、山本様にお会いできる機会がありました。昨年1回、人

づくり塾の実習場所として工場に来ていただいたところ、様々
な改善アドバイスをいただき、大変参考になりました。

その経験から今年は一過性のものではなく、継続的に研修会
場をご提供し、塾生の皆さまと一緒に課題を見つけ、対策し、
改善の経過及び結果を見ることができる貴重なチャンスと思い、
工場を提供することを決めました。

会社の目標、人づくり塾に期待するところ

■会社の目標
弊社の経営理念は、
「縫製を通じて 人々を守る人を支え 社会に貢献する」
この理念実現には、高品質の製品を高い効率で生産し、

かつ納期遵守することが必要です。
人づくり塾で提案いただいた改善を行い、日産数10％

向上を目標にする。

■期待するところ
・弊社の課題を正確に把握し、より効果的な改善手段を
考え、実践することで生産力向上の成功体験を塾生と会
社で分かち合うこと。
・弊社より塾へ参加する2名に関し、強いリーダーシップ
を身につけること。

※拡大版は別紙新聞記事をご覧ください。


